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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 耐暑性が低い野菜類の一部には、山間部の樹木下で栽培されている品目がある。そのような環境下において栽培さ

れた野菜では、放射性物質に汚染された落ち葉や腐葉土からの放射性Ｃｓの吸収が懸念される。そこで、放射性物質に

汚染された腐葉土含量を変えてコマツナを栽培した結果、汚染腐葉土からの交換性放射性セシウムがコマツナの放射

性セシウムの吸収に影響したと考えられた。 

 

  (1) 栽培に用いた汚染腐葉土は、平成 25 年 4 月に県内の森林内部から採取し、放射性セシウム濃度は

57,200Bq/kg であった。この汚染腐葉土に、673Bq/kg の褐色森林土を混ぜ合わせ、コマツナのポット栽培を行っ

た。 

  (2) コマツナの放射性セシウム濃度は、汚染腐葉土 100％において最も高く、次いで汚染腐葉土 10％、汚染腐葉土

1％、腐葉土なしの順に低い値となった（図）。栽培後土壌の交換性放射性 Cs 濃度は、汚染腐葉土含量の増加に

伴い高い値となった。 

  (3)以上のことから、コマツナの放射性 Cs 濃度と土壌の交換性放射性 Cs 濃度との関係には、強い正の相関が認め

られ(図)、汚染腐葉土からの交換性放射性セシウムが、コマツナの放射性セシウム吸収に影響したと考えられ

た。 

 

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 汚染腐葉土からの交換性放射性セシウムが植物体の汚染を引き起こすことが確認され、汚染腐葉土が堆積し

ている森林内部や森林際で作物を栽培する際の対策資料となる。 

 

 ３ 活用上の留意点 

  (1) 本試験はポット栽培で行った結果である。 

  (2) 放射性セシウムを含む腐葉土の暫定許容値は 400Bq/kg である。 

   (3) 腐葉土の放射性セシウム濃度は、採取場所によって異なり一様ではない。 

 

 



Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 土壌の交換性放射性セシウム濃度とコマツナの放射性セシウム濃度との関係 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

   小林智之 

 

 ２ 実施期間 

   平成２５年度 

 

 ３ 主な参考文献・資料 

  (1) 平成２５年度センター試験成績概要 
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*spearmanの順位相関検定により5％水準で有意である

※汚染腐葉土の放射性Csの総量は、汚染腐葉土100％区

で137,000Bq、汚染腐葉土10％区で15,100Bq、汚染腐葉土

1％区で2,970Bq


